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第１号議案　令和４年度事業報告、事業
報告の附属明細書及び剰余
金処分案の承認について

第２号議案　定款（〔定款附属書〕総代選挙
規程含む）の変更について

第３号議案　令和５年度事業計画並びに
収支計画の設定について

第４号議案　令和５年度賦課金の額、賦
課の方法、徴収の時期及び
徴収方法の決定について

第５号議案　令和５年度における理事及
び監事の報酬決定について

退
任
総
代
連
続
３
期
以
上

表
彰
者
紹
介

　

総
代
会
の
席
上
で
、退

任
さ
れ
た
総
代（
連
続
３

期
以
上
）の
皆
さ
ん
の
う

ち
代
表
し
て
小
林
幸
岐
人

さ
ん（
有
明
）と
小
林
基
治

さ
ん（
有
明
）に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。（　

）内

は
出
身
地
区　
【
敬
称
略
】

角
田　

幸
子
（
有
明
）

小
林
幸
岐
人
（
有
明
）

小
林　

基
治
（
有
明
）

内
田　

信
一
（
有
明
）

丸
山　

政
明
（
北
穂
高
）

三
浦　

健
次
（
穂
高
）

白
澤　

亀
内
（
穂
高
）

寺
島　

邦
雄
（
西
穂
高
）

青
嶋　

盛
弘
（
豊
科
）

竹
内　
　

紳
（
明
盛
）

平
林　

直
子
（
梓
）

川
村　

文
彦
（
梓
）

西
村　

方
孝
（
梓
）

大
野　
　

貢
（
島
々
）

伴
野　

英
男
（
島
々
）

奥
原
公
美
子
（
奈
川
）

奥
原　

道
男
（
奈
川
）

奥
原　

菊
枝
（
奈
川
）

池
田　

和
吾
（
奈
川
） 第第

5858
回
通
常
総
代
会

回
通
常
総
代
会

農
業
・
組
織
・
経
営
基
盤
づ
く
り
継
続

　

５
月
29
日
、安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で

第
58
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、総
代
４
７
０
名
（
本

人
出
席
２
７
６
名
、書
面
に
よ
る
出
席
１
９
４
名
）

に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。　　

　

議
長
に
二
村
孝
澄
さ
ん
を
選
任
。
令
和
４
年
度

事
業
報
告
や
令
和
５
年
度
事
業
計
画
な
ど
５
つ
の

議
案
を
可
決
、
承
認
す
る
と
と
も
に
「
持
続
可
能

な
農
業
の
確
立
に
向
け
た
緊
急
決
議
」
を
提
案
し
、

満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
事
業
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
退
任
総
代
（
連
続
３
期
以
上
）
19
人
を
代
表
し
、

小
林
幸
岐
人
さ
ん
と
小
林
基
治
さ
ん
に
感
謝
状
と

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
千
國
茂
組
合
長
は
「
厳
し
さ

を
増
す
農
業
情
勢
を
変
え
る
た
め
新
た
な
決
意
を

持
っ
て
事
業
運
営
に
望
む
。
総
代
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
長
期
構
想
・

２
０
２
２
ー
２
０
２
４ 

３
カ
年
計
画
の
初
年
度
と

し
て
「
10
年
後
の
め
ざ
す
姿
」
を
描
き
、
農
業
・

組
織
・
経
営
の
３
つ
の
基
盤
づ
く
り
に
向
け
て
事

業
を
進
め
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
農
業
基
盤
づ
く

り
の
た
め
、
果
樹
部
会
が
主
体
と
な
り
、
農
地
利

用
の
将
来
像
を
描
く
「
地
域
計
画
」
作
り
を
全
国

に
先
駆
け
て
実
施
し
た
こ
と
や
Ｊ
Ａ
が
独
自
に
実

施
し
た
「
農
業
生
産
資
材
高
騰
対
策
特
別
支
援
」、

開
設
６
周
年
を
迎
え
た
大
型
農
産
物
直
売
所
「
安

曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
」
の
総
売
上
額
が
初

め
て
７
億
円
を
突
破
し
、「
農
家
所
得
の
増
大
」
に

貢
献
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

▲議長を務めた二村孝澄さん
（梓川梓）

▲あいさつする千國組合長

提出議案

1
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１０年後のめざす姿に向け　組合員とともに
　令和５年度は、「10 年後のめざす姿」の実現にむけて樹立した JA あづみ長期構想・2022-2024 3 カ年
計画の２年目を迎え、成果が求められる年となりました。農業や地域、JA を取り巻く環境は、年々厳しさ
を増すとともにかつてない異常気象、社会情勢や経営環境の変化に対応する必要があります。このような
状況下でも組合員との対話を通じた、農業・組織・経営基盤づくりを進めてまいります。
　そして、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」に向けた各種施策の実践と「地域の活性化」に向けた
くらしの活動などを行い、組合員とともにつくるより良い「未来」を目指して「不断の自己改革」に邁進
してまいります。

令和５年度事業計画

▲担い手農家との懇談会

農業所得増大へのさらなる挑戦

1．次世代総点検運動の実施と次世代担い手確保への取り組み
2．生産販売高 90 億円に向けた多様な農業者による産地の維持
3．中心的担い手への一体的事業対応
4．農業所得増大に向けた生産コスト低減
5．営農指導の質的強化
6．農業関連施設の収支改善と成長に向けた実践
7．スマート農業の普及とＳＮＳを活用した営農情報発信
8．脱炭素化・循環型農業への取り組み

第１
テーマ

▲農業体験を通じて子どもたちへ
食と農の大切さを伝えます

総合力の発揮と協同活動による組織基盤の確立

1．組合員メリットの創出による組合員の拡大
2．組合員との対話活動によるメンバーシップ強化
3．福祉活動による地域の活性化
4．食と農を通じた次代の子どもたちの育成・支援
5．青年・女性組織の活性化
6．組合員満足を高めるサービスの提供

第 2
テーマ

▲くらしの活動担当者研修会

農と暮らしを支える JA 経営基盤の確立

1．収益確保による健全な経営体質の構築
2．内部統制・ガバナンス強化
3．計画的な本支所の建設
4．協同組合としての人づくり運動の実践

第 3
テーマ



4

安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

見
直
し
摘
果
と

　
　
　

早
生
く
だ
も
の
の
収
穫

　

春
先
の
度
重
な
る
凍
霜
害
の
影
響

で
、り
ん
ご
な
ど
を
中
心
に
サ
ビ
果
や
変

形
果
を
確
認
し
な
が
ら
の
仕
上
げ
摘
果

と
な
り
ま
す
。ま
た
、着
果
不
足
の
圃
場

で
は
障
害
が
少
な
く
肥
大
の
良
い
果
実

を
優
先
に
残
し
、過
剰
摘
果
に
な
ら
な
い

よ
う
注
意
し
作
業
を
進
め
て
下
さ
い
。

今
月
の
主
な
作
業

◎
り
ん
ご

　

仕
上
げ
摘
果
が
終
了
し
て
い
な
い
方

は
早
急
に
作
業
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
褐
斑
病
の
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。防
除
は
散
布
間

隔
に
注
意
し
丁
寧
な
散
布
を
心
が
け
て

下
さ
い
。

◎
梨

　

７
月
は
果
実
の
肥
大
差
が
目
立
ち
小

玉
や
変
形
果
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
た

め
、品
質
の
良
い
果
実
で
揃
え
て
下
さ

い
。な
お
、凍
霜
害
を
受
け
て
着
果
が
少

な
い
圃
場
で
は
、短
果
枝
か
ら
新
梢
が

旺
盛
に
伸
び
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、骨

格
枝
の
先
端
部
や
着
果
が
極
端
に
少
な

い
側
枝
の
先
端
部
は
枝
の
誘
引
ひ
も
を

今
月
は
、病
害
虫
が
発
生
し
や
す
い

月
と
な
り
ま
す
。栽
培
さ
れ
て
い
る
植

物
に
害
虫
や
病
気
が
発
生
し
て
い
な
い

か
を
こ
ま
め
に
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
の
発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
農
薬
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。病
気
に
関
し
て
は
、発
病
前
の
予
防

が
大
切
に
な
り
ま
す
の
で
、予
防
防
除

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

農
薬
散
布
を
実
施
す
る
場
合
は
、ご

使
用
に
な
る
農
薬
ラ
ベ
ル
の
記
載
事
項

を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、散
布
日
は
風

が
無
く
、気
温
が
低
い
朝
方
か
夕
方
に

行
い
ま
し
ょ
う
。殺
虫
剤
、殺
菌
剤
も
当

然
に
な
り
ま
す
が
、除
草
剤
の
散
布
時

は
、特
に
隣
接
作
物
へ
の
農
薬
散
布
防

止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

農
薬
商
品
の
ご
紹
介

高
品
質
野
菜
を
栽
培
す
る
為
の
技
術

と
し
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 『
適
用
病
害
虫
』・『
商
品
名
』・

『
登
録
作
物
名
』

【
害
虫
】

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
・

ト
マ
ト
／
ナ
ス
／
き
ゅ
う
り

ダ
ニ
・
マ
イ
ト
コ
ー
ネ
フ
ロ
ア
ブ
ル
・

ト
マ
ト
／
ナ
ス
／
き
ゅ
う
り

（
営
農
経
済
事
業
部
果
実
課　

小
林
鷹
文
）

は
ず
し
て
必
ず
枝
を
立
ち
上
げ
る
管
理
を

行
っ
て
下
さ
い
。

◎
も
も

　

今
月
下
旬
よ
り
早
生
種
の
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
。葉
摘
み
作
業
や
反
射
シ
ー
ト
敷

き
等
の
着
色
管
理
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
ぶ
ど
う

　

摘
房
、摘
粒
作
業
の
仕
上
げ
と
な
り
ま

す
。着
房
数
が
多
す
ぎ
る
と
着
色
が
悪
く

な
る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。摘
粒
作
業
が

終
了
後
、袋
か
け
と
な
り
ま
す
。

◎
プ
ル
ー
ン

　

早
生
種
の
収
穫
が
中
旬
頃
よ
り
始
ま
り

ま
す
。品
種
毎
の
特
性
に
注
意
し
適
期
収

穫
に
を
進
め
て
下
さ
い
。

◎
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

　

収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。果
実
の
温

度
が
高
い
日
中
に
収
穫
し
ま
す
と
傷
み
が

で
や
す
い
の
で
、朝
夕
の
涼
し
い
時
間
帯
に

収
穫
し
て
下
さ
い
。

★
こ
れ
か
ら
収
穫
期
を
迎
え
る
果
実
が
多

く
な
り
ま
す
。特
に
他
品
目
と
隣
接
さ
れ

て
い
る
圃
場
の
方
は
、散
布
薬
剤
が
飛
散

し
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ
・

ト
マ
ト
／
ナ
ス
／
き
ゅ
う
り

【
病
気
】

灰
色
か
び
病
・
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
・

ト
マ
ト
／
ナ
ス
／
き
ゅ
う
り

う
ど
ん
こ
病
・
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
・

ト
マ
ト
／
ナ
ス
／
き
ゅ
う
り

べ
と
病
・
ベ
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
顆
粒
水
和
剤
・

た
ま
ね
ぎ
／
ね
ぎ
／
き
ゅ
う
り

殺
菌
剤
に
は
、予
防
薬
と
治
療
薬
が
あ

り
ま
す
。病
気
が
発
病
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、治
療
薬
の
散
布
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

病
気
に
よ
っ
て
傷
ん
で
し
ま
っ
た
部
分
は

復
活
し
ま
せ
ん
が
、病
気
の
進
行
を
止
め

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
で
は
、ご
紹
介

し
た
農
薬
以
外
に
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
対

象
作
物
に
登
録
の
あ
る
農
薬
を
多
数
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

ご
使
用
さ
れ
る
農
薬
の
正
し
い
使
い
方

な
ど
、詳
し
く
は
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー

又
は
、各
地
区
担
当
指
導
員
ま
で
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
堀
金
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
主
任
　
保
尊
優
一
）
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営農メモあづみ野豊穣

今
月
は
穂
肥
の
散
布
時
期
と
な
り
ま

す
。
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。基

肥
一
発
肥
料
は
、
葉
色
が
薄

い
よ
う
で
し
た
ら
、
穂
肥
の
判
断

が
必
要
で
す
の
で
各
地
区
指
導
員

に
相
談
く
だ
さ
い
。

穂
肥
の
施
肥
量（
10
ａ
換
算
）散
布
時
期

《
１
回
目
》

コ
シ
ヒ
カ
リ
…
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

10
㎏

　
　

幼
穂
長　

10
㎜
（
出
穂
18
日
前
）

風
さ
や
か
…
…
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

10
㎏

　

幼
穂
長　

２
㎜
（
出
穂
25
日
前
）

あ
き
た
こ
ま
ち
・
も
ち
ひ
か
り
・
風
さ
や
か

…
…
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

15
㎏

　

幼
穂
長　

２
㎜
（
出
穂
25
日
前
）

美
山
錦
…
…
…
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

15
㎏

　

幼
穂
長
５
～
10
㎜
（
出
穂
20
日
前
）

《
２
回
目
》

い
ず
れ
の
品
種
で
も
１
回
目
施
肥
の

１
週
間
後
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
…
固
形
１
３
６
号　

30
㎏

（
出
穂
10
日
前
）

風
さ
や
か
…
固
形
１
３
６
号　

20
㎏

（
出
穂
18
日
前
）

あ
き
た
こ
ま
ち
・
も
ち
ひ
か
り

Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

15
㎏（
出
穂
18
日
前
）

（
注
）秋
落
ち
水
田
は
穂
肥
の
2
回
目
は

固
形
１
３
６
号
を
30
㎏
施
用
す
る
。

美
山
錦
…
…
…
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

10
㎏

（
出
穂
13
日
前
）

（
注
）秋
落
ち
水
田
は
穂
肥
の
2
回
目
は

固
形
１
３
６
号
を
20
㎏
施
用
す
る
。

《
省
力
穂
肥
１
回
体
系
》

Ｎ
Ｋ
ゴ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー　

25
㎏

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
穂
肥
１
回
タ
イ
プ
）

幼
穂
長
10
㎜
（
出
穂
18
日
前
）

※
注
意
点

田
植
え
の
時
期
や
標
高
等
に
よ
っ
て

生
育
に
差
が
出
ま
す
の
で
、
必
ず
水
田

に
入
っ
て
幼
穂
長
を
確
認
し
て
か
ら
実

施
し
ま
し
ょ
う
。
早
す
ぎ
る
穂
肥
の
実

施
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
は
下
位
節
間
を

伸
ば
す
た
め
倒
伏
の
原
因
と
な
り
、
遅

い
穂
肥
は
品
質
の
低
下
・
食
味
の
低
下

に
繋
が
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

畔
草
刈
り

近
年
、カ
メ
ム
シ
の
被
害
に
よ
る
（
特

に
早
生
品
種
）等
級
落
ち
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。高
温
の
日
が
続
く
と
畦
畔
等
の

雑
草
地
で
増
殖
し
ま
す
の
で
草
刈
り
等

で
増
殖
を
抑
制

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
地
域
で
畔

草
刈
り
を
そ
ろ

え
て
行
う
こ
と

で
、
本
田
に
入

れ
な
い
予
防
と

な
り
ま
す
。

い
も
ち
病
に
つ
い
て

温
度
が
高
く
雨
が
多
い
と
「
い
も
ち

病
」の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。予
め
予

防
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、昨
年

発
生
し
た
圃
場
で
は
再
発
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、
各
地
区
で
水
稲
現
地
指
導

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
幼
穂
長
の
見
方

や
今
後
の
管
理
指
導
等
を
内
容
と
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
各
地
区
営
農

セ
ン
タ
ー
に
ご
確
認
下
さ
い
。

幼穂長の確認方法

（
豊
科
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

青
柳
安
定
）
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あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
「
水
稲

コ
ー
ス
」
と
「
果
樹
コ
ー
ス
」
が
開

講
し
ま
し
た
。
同
ス
ク
ー
ル
は
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
と

「
農
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
創

立
50
周
年
の
節
目
に
企
画
し
ま
し

た
。
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
り
ん
ご
を
作
る「
果
樹
」や「
水

稲
」、「
野
菜
」
の
３
コ
ー
ス
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

21
日
、
安
曇
野
市
堀
金
の
広
域
営
農
セ
ン
タ

ー
で
開
講
式
を
開
き
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
学
３
～

６
年
生
と
そ
の
家
族
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
の
青
栁
聡
さ
ん
の
管
理
す
る

約
30
㌃
の
水
田
で
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。
参
加
し
た
臼
井
真
央
さ
ん
は
「
お

に
ぎ
り
や
カ
レ
ー
に
し
て
早
く
食
べ
た
い
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

28
日
、
同
市
三
郷
の
り
ん
ご
農
家
帯
刀
洋
亮

さ
ん
の
園
地
で
開
講
式
を
開
き
、
14
家
族
38
人

が
参
加
。
晴
天
の
下
、
形
の
よ
い
果
実
に
な
る

大
き
な
実
を
残
し
て
、
他
の
実
を
取
り
除
く
り

ん
ご
の
摘
果
作
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
し

た
丸
山
和
奏
さ
ん
は
「
大
き
く
な
っ
て
美
味
し

く
な
っ
て
欲
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
西
部

の
マ
リ
共
和
国
へ
援
助
米
を
送
る

た
め
、
安
曇
野
市
堀
金
烏
川
の
９
㌃

の
国
際
協
力
田
で
田
植
え
作
業
を

し
ま
し
た
。

連
携
す
る
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
な
が
の
の
組
合
員
と
そ
の
家
族
、

Ｊ
Ａ
理
事
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
30
人

が
参
加
。
手
作
業
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

苗
を
植
え
、
援
助
米
作
り
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ

ル
ー
プ
独
自
の
取
り
組
み
で
、
国
際
協
力
田
運

動
の
一
環
で
す
。

参
加
者
は
裸
足
に
な
っ
て
水
田
に
入
る
と
、

泥
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
苗
を
２
、
３
本

ず
つ
手
に
取
り
、
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
萩
原
嵩
遥
く
ん
は
「
普
段
食
べ
て

い
る
お
米
よ
り
も
美
味
し
く
育
て
た
い
」
と
嬉

し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
平
成
10
年
か
ら
支
援
米
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
９
月
中
旬
頃
に
約
６
０
０
㌔

収
穫
し
、
来
年
1
月
に
Ｊ
Ａ
長
野
中
央
会
を
通

じ
て
マ
リ
共
和
国
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

営
農
経
済
事
業
部
丸
山
昌
則
次
長
は
「
世
界

の
不
均
衡
は
更
に
拡

大
し
て
お
り
食
料
の

安
全
保
障
は
我
々
日

本
で
も
危
機
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
活
動
を
通
じ
て
食

糧
難
へ
の
一
助
と
紛

争
の
無
い
平
穏
な
暮

ら
し
を
願
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
で
ひ
ま
わ
り
の
出
荷

最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り

の
販
売
額
・
出
荷
数
量
は
と
も
に
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
令
和
５
年
度
の

販
売
計
画
は
２
０
０
０
万
円
、
出
荷

数
量
は
全
45
戸
で
約
46
万
５
０
０

０
本
を
見
込
ん
で
お
り
、
出
荷
作
業

は
、
関
西
や
中
京
の
市
場
を
中
心
に

10
月
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

安
曇
野
市
堀
金
の
そ
菜
特
産
流
通
セ
ン
タ
―

で
出
荷
目
揃
い
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
ら

約
20
人
が
参
加
、
販
売
情
勢
や
出
荷
規
格
、
荷

造
り
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

目
揃
い
会
で
は
営
農
経
済
事
業
部
農
産
課
の

小
山
幸
亮
営
農
指
導
員
が
、「
市
場
関
係
者
か

ら
は
品
質
が
安
定
し
て
い
る
と
評
価
を
受
け
て

い
る
。
引
き
続
き
咲
き
加
減
、
花
径
や
茎
の
太

さ
、
1
箱
の
中
身
を
揃
え
て
欲
し
い
」
と
正
確

な
選
別
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
は
父
の
日
の
贈
り
物
や
結
婚
式
等

の
夏
の
装
花
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
直
播
が
で

き
強
健
で
か
つ
初
心
者
で
も
栽
培
が
し
や
す
い

こ
と
か
ら
栽
培
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
さ
ら
に

生
産
者
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

塚
田
高
裕
花

き
専
門
委
員
長

は「
産
地
と
し

て
市
場
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
高

品
質
な
花
を
よ

り
多
く
出
荷
し

た
い
」
と
意
気

込
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

部
会
は
、
そ
菜
特
産
流
通
セ
ン
タ
ー

で
出
荷
目
ぞ
ろ
い
会
を
開
き
ま
し

た
。
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
10
人

が
参
加
、
営
農
経
済
事
業
部
農
産
課

の
小
山
幸
亮
営
農
指
導
員
が
販
売
情

勢
や
出
荷
規
格
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

令
和
５
年
産
は
草
丈
が
長
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
り
、
品
質
は
良
好
だ
と
い
い
ま
す
。
同
部
会

で
は
圃
場
巡
回
や
目
揃
い
会
で
品
質
差
を
減
ら

し
、信
頼
さ
れ
る
産
地
形
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
山
営
農
指
導
員
は
「
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

し
、
取
引
先
の
信
頼
を
得
る
こ
と
で
安
定
し
た

単
価
で
の
販
売
が
可
能
」
と
し
、「
切
り
前
は

時
期
に
よ
っ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
、
６
月
～
８
月
末
ま
で
は
や
や
硬
め
、
９
月

以
降
は
気
温
に
よ
っ
て
緩
め
に
す
る
な
ど
品
質

や
荷
造
り
を
統
一
し
て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

１
番
花
は
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
、
２
番

花
は
８
月
下
旬
頃
に
出
荷
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
関

西
・
中
京
方
面
の
市
場
に
出
荷
し
ま
す
。
出
荷

は
11
月
上
旬
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

唐
澤
秀
昭
部

会
長
は「
病
害

虫
に
気
を
つ
け
、

市
場
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
出
荷

を
し
た
い
。厳
正

な
選
別
で
産
地

の
評
価
に
繋
げ

た
い
」
と
意
気

込
み
ま
し
た
。

国
際
協
力
田
で
田
植
え　

マ
リ
共
和
国
へ
援
助
米

父
の
日
に
ひ
ま
わ
り
を　

出
荷
最
盛
期
迎
え
る

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
開
講　
「
食
」と「
農
」の
大
切
さ
伝
え
る

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
出
荷
目
ぞ
ろ
い
会　

品
質
差
減
ら
し
信
頼
さ
れ
る
産
地
へ

5月
20日

6月
5日

5月
21・28日

6月
7日

▲参加者らで記念撮影

▲出荷規格を確認する生産者ら▲出荷規格を確認する部会員たち

▲摘果のポイントをアドバイスするＪＡ職員

▲「水稲コース」の参加者

Hot Report
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Ｊ
Ａ
あ
づ
み
た
ま
ね
ぎ
部
会
は
、令
和
５
年
度
た
ま
ね
ぎ
共

進
会
を
開
き
ま
し
た
。た
ま
ね
ぎ
生
産
振
興
の
た
め
、生
産
意

欲
や
栽
培
技
術
向
上
、経
営
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。部
会
代
表
者
や
松
本
農
業
農
村
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
、Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
ら
11
人
が
審
査
員
と
な
り
、

管
内
の
６
つ
の
圃
場
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
基
準
は
栽
培
面
積（
㌃
）、出
荷
量
、
２
Ｌ
・
Ｌ
比
率
、

生
育
・
玉
揃
状
況
、
管
理
・
病
害
虫
発
生
状
況
の
５
項
目
。

審
査
員
は
、
病
害
虫
発
生
の
有
無
な
ど
圃
場
の
状
況
を
確
認
し
、
基
準

に
沿
っ
て
点
数
を
つ
け
ま
し
た
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
食
や
農
の
大
切
さ
を
伝
え
る
食
農
教
育
「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
８
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
６
月
ま
で
に
市
内
の
小
学
校
５
校
に
田
植
え
や
大

豆
の
種
ま
き
を
手
ほ
ど
き
し
ま
し
た
。

８
日
、
同
市
の
三
郷
小
学
校
２
年
生
の
大
豆
の
種
ま
き

体
験
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
５
人
が
手

分
け
し
て
指
導
を
行
い
、
児
童
１
５
７
人
が
同
校
に
隣
接

す
る
畑
に
「
ナ
カ
セ
ン
ナ
リ
」
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

初
め
て
大
豆
の
豆
ま
き
を
し
た
と
い
う
児
童
は
「
大
き

く
育
て
て
、
た
く
さ
ん
豆
腐
を
食
べ
た
い
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
安
曇
野
新
興
塾
運
営
委

員
会
は
、
広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
で
地

域
の
営
農
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

「
安
曇
野
新
興
塾
」
の
第
２
期
開
塾

式
を
開
き
、
入
塾
生
や
運
営
委
員
ら

約
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
塾
は
総
合
的
な
見
識
を
広
め
地

域
の
先
導
者
の
資
質
を
養
い
、農
業
を

核
と
す
る
地
域
営
農
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。期
間
は
約

２
年
間
で
、月
１
回
の
学
習
会
を
行
う
予
定
。

同
塾
運
営
委
員
長
の
千
國
茂
組
合
長
は
「
１

期
生
を
上
回
る
取
り
組
み
と
農
業
を
核
と
し
た

こ
れ
か
ら
の
安
曇
野
の
農
業
づ
く
り
を
担
う
営

農
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

塾
長
で
信
州
大
学
学
術
研
究
院
の
内
川
義
行

助
教
授
は
「
地
域
農
業
・
農
村
の
現
状
を
学
び

つ
つ
、
先
人
た
ち
の
想
い
な
ど
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
な
が
ら
未
来
が
描
か
れ
る
の
が
適
切
だ
と
思

っ
て
い
る
。
一
緒
に
学
び
の
場
を
作
っ
て
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

管
内
で
水
稲
や
夏
秋
い
ち
ご
、
花
き
な
ど
を

生
産
す
る
50
歳
以
下
の
専
業
農
家
で
、
20
～
30

代
を
中
心
に
志
の
高
い
新
規
就
農
者
や
Ｊ
Ａ
職

員
ら
11
名
が
入
塾
。
塾
生
は
自
己
紹
介
で
、
今

後
の
抱
負
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

塾
生
を
代
表
し
て
丸

山
大
樹
さ
ん
は
「
安
曇

野
の
地
で
同
じ
農
業
に

携
わ
る
仲
間
た
ち
と
学

べ
る
喜
び
や
新
た
な
出

会
い
を
大
切
に
、
こ
の

２
年
間
を
実
り
あ
る
も

の
に
し
ま
す
」
と
決
意

表
明
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
豊
科
の
Ｊ
Ａ
本
所
で
家
畜
を
供
養
す
る
畜
魂
祭
を
開
き
、
畜
産
部
会
代
表
者

や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
行
政
関
係
者
ら
約
30
人
が
参
列
し
ま
し

た
。敷

地
内
の
畜
魂
碑
前
に
祭
壇
を
設
け
、
一
人
一
人
玉
串

を
奉
納
し
ま
し
た
。
食
用
と
し
て
命
を
捧
げ
た
牛
や
豚
、

鶏
、
兎
な
ど
の
御
霊
に
感
謝
し
、
畜
産
事
業
の
発
展
を
願

い
ま
し
た
。昭
和
51
年
か
ら
始
ま
り
、48
回
目
と
な
り
ま
す
。

畜
産
専
門
委
員
長
と
酪
農
部
会
長
を
兼
任
す
る
太
田
亨

さ
ん
は
「
畜
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
飼
料
費
や
光
熱
費
な
ど
の
高

騰
に
よ
り
か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
が
、
法
令
遵
守
は
も
と
よ
り
堆

肥
処
理
な
ど
を
徹
底
し
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
を
消
費
者
に
届
け

た
い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、全
国
有
数
の
出
荷
量
を
誇
る
夏
秋
い
ち
ご
の
出
荷
が
本
格
化
し
て
い

ま
す
。令
和
５
年
度
販
売
計
画
は
市
場
部
、業
務
部
合
わ
せ
て
３
億
８
４
５
９
万
円
、出
荷

数
量
は
市
場
部
で
21
万
３
４
２
パ
ッ
ク
、業
務
部
で
14
万
６
２
１
㌔
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
生
育
が
良
好
で
、花
芽
も
順
調
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。一
部
で
灰
色
カ
ビ

病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
再
度
防
除
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
夏
秋
い
ち
ご
部
会
市
場
部
は
14
日
、業
務
部
は
15
日
、安
曇
野
市
で「
出
荷

目
揃
い
会
」を
開
き
ま
し
た
。両
日
と
も
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
出
席
、営
農
経
済
事
業

部
農
産
課
の
手
塚
達
也
営
農
指
導
員
が
出
荷

規
格
や
出
荷
時
の
注
意
事
項
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

山
縣
敦
市
場
部
会
長
は
「
全
国
有
数
の
産

地
と
し
て
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
応
え
た

製
品
の
出
荷
を
進
め
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

荷
村
健
治
業
務
部
会
長
は
「
厳
し
い
気
象
状
況
に
対

応
し
反
収
を
あ
げ
な
が
ら
求
め
ら
れ
る
品
質
に
近
づ
け

る
た
め
防
除
を
徹
底
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

た
ま
ね
ぎ
共
進
会　

生
産
意
欲
向
上
図
る

食
農
教
育「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
」　

児
童
が
大
豆
の
豆
ま
き

第
２
期「
安
曇
野
新
興
塾
」11
名
入
塾　

農
業
を
核
と
す
る
営
農
リ
ー
ダ
ー
育
成
目
指
す

第
48
回
畜
魂
祭　

家
畜
の
尊
い
命
に
感
謝

夏
秋
い
ち
ご
出
荷
本
格
化　

規
格
の
徹
底
・
防
除
呼
び
か
け

6月
8日

6月
7日

6月
7日

6月
16日

▲家畜に感謝し、礼拝する千國組合長㊨と
宮澤清専務㊧

▲出荷規格を確認する部会員ら ▲入塾生 11 人と運営委員ら

Hot Report 注目・期待！！ あづみトピックス

▲ＪＡ職員㊧の指導を受け、種をまく
児童ら

▲審査基準に沿って審査する審査員ら

6月
14・15日



8

安
曇
野
の
農
業
を
守
り

安
曇
野
の
農
業
を
守
り

　
　
　
つ
な
ぐ
農
業
者
の
つ
ど
い

　
　
　
つ
な
ぐ
農
業
者
の
つ
ど
い

農業大賞に安
や す だ

田大
ひ ろ き

樹さん 2

創
立
創
立
6060
周
年
記
念
企
画

周
年
記
念
企
画

創
立
創
立
6060
周
年
記
念
企
画

周
年
記
念
企
画

創
立
60
周
年
記
念
企
画

【研究開発賞】【未来開拓賞】【審査員特別賞】

山
やま

　縣
がた

　　敦
あつし

　さ　ん古
ふる

　田
た

　　然
ぜん

　さ　ん飯
いい

　沼
ぬま

　永
と

　遠
わ

　さ　ん

主
催
者
の
千
國
茂
組
合
長
は
開
会
の
あ

い
さ
つ
で
「
こ
の
褒
賞
は
、
創
立
55
周
年

の
節
目
に
企
画
し
、
実
施
し
て
き
た
。
組

合
員
か
ら
好
評
を
得
た
一
方
で
、
発
掘
す

べ
き
人
材
は
ま
だ
ま
だ
地
域
に
多
く
い
る

と
い
う
意
見
も
出
て
き
た
。
３
年
後
の
創

立
60
周
年
ま
で
第
２
期
と
し
て
継
続
し
、

地
域
の
農
業
振
興
に
繋
げ
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。

授
与
式
で
は
、
審
査
委
員
長
を
務
め
た

映
画
監
督
の
河
崎
義
祐
さ
ん
か
ら
「
農
業

大
賞
」
の
安
田
大
樹
さ
ん
、「
研
究
開
発

賞
」
の
山
縣
敦
さ
ん
、「
未
来
開
拓
賞
」

の
古
田
然
さ
ん
、「
審
査
員
特
別
賞
」
の

飯
沼
永
遠
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
、
各

推
薦
者
４
名
に
は
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
６
月
上
旬
に
行
っ
た
審
査
会
で
13

人
の
候
補
者
の
中
か
ら
各
賞
の
受
賞
者
を

決
め
ま
し
た
。

受
賞
者
に
よ
る
事
例
発
表
も
行
わ
れ
、

農
業
大
賞
を
受
賞
し
た
安
田
さ
ん
は
自
身

の
取
り
組
み
を
発
表
し
、「
今
後
、
地
域

の
農
地
を
永
続
的
に
守
っ
て
い
け
る
よ
う

自
ら
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と

力
を
込
め
ま
し
た
。

授
与
式
後
は
、
農
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
を
講
師
に
「
地
域
で
つ

な
が
る
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
」
と
題

し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ＪＡあづみと同農政協議会は６月17日、安曇野市の堀金総合体育館で「安曇野の
農業を守り、つなぐ農業者のつどい」を開きました。農家組合（くみあい会）長や
農政協議会委員、ＪＡ役職員ら約200 人が出席。６月上旬に選考した「55年目の
発掘と褒賞〝第２期＂」の各賞受賞者４名と推薦者４名を表彰しました。

※受賞者の紹介や評価のポイントなどはスマイル8月号に掲載いたします。

「55年目の発掘と褒賞〝第２期＂」授与式
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安曇野スイス村安曇野スイス村
ハイジの里ハイジの里　　3

２日間で5,000人を超える客足　センターキッチンでマグロ解体ショー

周
年
祭
期
間
中
の
レ
ジ
通
過
者
は
５
１

１
４
人
（
前
年
対
比
７
７
１
人
増
）、
売

上
高
は
１
０
１
９
万
円
（
同
比
１
０
２
万

増
）
と
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
直
売
所
前
に
た
ま
ね
ぎ
の
販
売

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
10
㌔
と
20
㌔
入
り
の

た
ま
ね
ぎ
を
販
売
す
る
と
、
一
時
は
50
人

ほ
ど
の
買
い
物
客
の
列
が
で
き
る
な
ど
大

盛
況
で
し
た
。

店
内
入
口
付
近
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
キ
ッ

チ
ン
で
は
、
約
40
㌔
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
解

体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鮮
魚
店
の

割
裁
人
が
専
門
の
包
丁
で
手
際
よ
く
さ
ば

く
と
来
場
者
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、
マ
グ

ロ
な
ど
の
写
真
を
撮
る
親
子
連
れ
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
が
旬
の
た
ま
ね
ぎ

を
使
っ
て
作
っ
た
タ
マ
ネ
ギ
ス
ー
プ
も
振

る
舞
い
ま
し
た
。
ス
ー
プ
を
試
食
し
た
来

場
者
は「
た
ま
ね
ぎ
の
旨
味
が
出
て
い
て
、

甘
く
て
お
い
し
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

後
藤
祐
輔
店
長
は「
他
の
店
舗
で
は
出
せ

な
い
魅
力
が
ハ
イ
ジ
の
里
の
人
気
に
繋
が
っ

て
い
る
。多
く
の
生
産
者
が
集
ま
り
、多
く

の
来
場
者
に

愛
さ
れ
る
店

づ
く
り
を
進

め
た
い
」と

意
気
込
み
ま

し
た
。

周年祭周年祭周年祭周年祭

６月１７・１８日の２日間、大型農産物直売所 「安曇野スイス村ハイジの里」でオープン７周年を記念した「周
年祭」を開きました。新鮮な安曇野産のたまねぎやトマト、ブロッコリーなどを販売した他、柑橘類の詰め放
題や初日限定 「マグロの解体ショー」、全国の提携直売所によるご当地商品の販売など多彩な催しに、多く
の買い物客で賑わいました。

至
大
町
・
白
馬

至松本 至松本

田沢

至松本

安曇野インター

光橋西 光橋東

重柳

Ｊ
Ｒ
大
糸
線

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線

長
野
自
動
車
道

スワン
ガーデン

安曇野 I.C

田
沢
駅

豊
科
駅

柏
矢
町
駅

N

〈安曇野スイス村ハイジの里〉
安曇野市豊科南穂高 5566-1
営業時間　9：00～18：00
☎ 0263-87-0812
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果実選果所で働いてみませんか

農業資材・園芸用品のことならなんでもおまかせ！ＪＡファーム

　安曇野ブランドの果実を全国各地へお届けするため、一緒に働いてくれる季節スタッ
フを募集します。（8 月初旬頃から 12 月 20 日頃まで）

▶勤務場所
　果実中央選果所（安曇野市三郷温１２83）
　果実南部選果所（松本市梓川梓４７３５）
　果実小倉選果所（安曇野市三郷小倉３４７８-１）

▶条件
（１）賃　　金　時給 970 円
（２）手　　当　休日・特殊・精勤・繁忙・年末
　　　　　　　 通勤手当あり

（３）通　　勤　マイカー通勤可
（４）勤務時間　午前８時～午後５時

▶募集要因
　リンゴなどの選果・荷造り業務・製品積込み
作業をお願いします。
　男女問わず、幅広い年代の方々が活躍でき
るお仕事です。未経験者大歓迎。

（定員に達し次第募集を終了します）

▶お問い合わせ、お申込み
　果実中央選果所　℡ 77―３３０６
　果実南部選果所　℡ 78―３０１４
※（受付は　月～金　午前９時～午後４時）
※電話等でご連絡いただければ勤務内容等について

ご相談をお受けいたします。
※面接時は自筆履歴書（写真添付）をご持参ください。
　面接日は追ってご連絡いたします。

女性が元気に働いている職場です

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
 
 

 

 

 

 

 

 

男性にもおすすめな
ゆったりサイズ！

軽量で甲部が
柔らかく、
驚きのしゃがみ
やすさ！

透湿防水被膜により
水の侵入を防ぎ、汗
などの湿気を手袋外
へ放出、ムレ感軽減

息苦しくない！
日焼け防止マスク

保護パッド入り
接触冷感の脚カバー

ニープロテクション

Wガーゼブラウス
クミックスマジック

テムレス

 
吸水性が良く
Wガーゼで
着心地抜群！

円

ブルー・グレー モスグレーン・エンジ

Ｓ・Ｍ・Ｌ・LL
各1双

各種１着各１足
各種

各種 １着
M・L・LL
各１個

サイズフリー

JA ファームでは、おしゃれで快適な農作業着を取り揃えております。掲載品以外にも色や柄違いもご用意しております
ので、ぜひお店にお立ち寄りください。※ JA ファームの商品価格は１０％税込（総額）表示となっております。 
※色・デザインが異なる場合や、お取り寄せの商品もございます。人気商品につき、欠品になる場合もございます。予めご了承ください。
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すまいる情報チャンネル

詳し
くは
各金
融店
舗へ

お気
軽に
お問
合せ
くだ
さい
。

JAあづみ2023 フォトコンテスト作品募集
募集作品

応募受付

賞

JAあづみ管内（安曇野市穂高・堀金・豊科・三郷地区と松本市梓川・島 ・々大野川奈川地区）の農作業
風景や伝統（文化・食・工芸・祭りなど）が含まれ季節感のある作品。
未発表写真に限ります。デジタルカメラでの応募は 500 万画素以上で撮影されたものを望みます。
※入賞作品は、JA オリジナルカレンダー、JA あづみホームページ等に活用します。

令和 5 年 8 月 1 日（火）から 8 月 31 日（木）まで（当日消印有効）

金賞・銀賞含めた各賞
※詳しくは、スマイル 8 月号に掲載いたします。

お問い合わせは、総務課フォトコンテスト事務局（☎ 72-2930）まで

JA あづみ
2020 フォトコンテスト
金賞作品 「五月晴」　

フォトコンテスト詳細
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食と農の大切さを伝えますみんなのあした 食と農の大切さを伝えますみんなのあした

第
９
回
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

お
に
ぎ
り
３
５
０
０
個
提
供

美
し
い
花
で
地
域
鮮
や
か
に

支
部
員
ら
の
親
睦
深
ま
る

第
９
回
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
実
行
委
員
会
主

催
）
が
安
曇
野
市
の
豊
科
南
部
総
合
公
園
を
発
着
点
と
す
る
コ

ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
員
ら
は
、
同
公

園
の
特
設
ブ
ー
ス
で
、
安
曇
野
産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
お
に

ぎ
り
約
３
５
０
０
個
と
ね
ぎ
味
噌
を
振
舞
い
ま
し
た
。

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
（
21
．０
９
７
５
㌔
）
に
は
、
県
内

外
か
ら
５
１
２
０
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
の
部
（
２
㌔
）
に

は
３
０
２
組
６
５
９
人
が
出
場
し
、
田
植
え
の
終
わ
っ
た
初

夏
の
安
曇
野
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

大
会
ゲ
ス
ト
で
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
の
有
森
裕
子
さ
ん
や
柔
道
家
の

篠
原
信
一
さ
ん
ら
の
声
援
を
受
け
、
ハ
ー
フ
の
部
は
午
前
８
時
半
の

号
砲
で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
農
業
用
水
路
「
拾
ヶ
堰
」
沿
い
な
ど
を

走
り
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
で
完
走
後
の
ラ
ン
ナ
ー
を
出
迎
え
た
女
性
部
員
約
10
人
は
、「
お
疲

れ
さ
ま
」「
お
に
ぎ
り
と
ね
ぎ
味
噌
を
食
べ
て
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
ね
」

な
ど
と
ラ
ン
ナ
ー
に
労
い
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
お
に
ぎ
り
の
振

舞
い
は
９
年
目
。
黒
岩
美
知
子
部
長
は「
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
て

握
っ
た
。
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
く
れ
て
作

っ
た
か
い
が
あ
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。

静
岡
県
か
ら
参
加
し
、
部
員
ら
が
作
っ

た
ね
ぎ
味
噌
を
お
に
ぎ
り
に
つ
け
て
食
べ

た
ラ
ン
ナ
ー
は
「
毎
回
、
走
り
終
わ
っ
た

後
に
食
べ
る
お
に
ぎ
り
と
ね
ぎ
味
噌
が
楽

し
み
。
疲
れ
た
体
が
癒
さ
れ
ま
す
」
と
話

し
、
豊
か
な
気
象
風
土
で
育
ま
れ
た
恵
み

の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
の
穂
高
地
域
４
支
部
は
、
安
曇
野
市

の
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
構
内
で
合
同
企
画
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
を
行
い
ま
し
た
。
穂
高
地
域
支
所
統
合
に
伴
い
、
部
員

同
士
の
親
睦
が
深
ま
る
よ
う
企
画
し
、
２
年
目
の
取
り
組
み

で
す
。
女
性
部
員
や
女
性
理
事
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
40
人
が
参
加
。

４
班
に
分
か
れ
て
寄
せ
植
え
を
作
り
、
部
員
同
士
の
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
丸
型
や
長
方
形
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
良
菜
培
土

を
敷
き
詰
め
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
フ
ィ
ニ
ア
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア

な
ど
の
花
苗
を
植
え
付
け
、
色
鮮
や
か
な
40
個
の
寄
せ
植
え
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
は

「
同
じ
女
性
部
で
も
支

部
が
違
う
と
な
か
な
か
交
流
出

来
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
今
回

の
活
動
で
他
の
支
部
員
と
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

西
山
直
美
理
事
は
「
地
域
の

女
性
部
員
の
交
流
が
深
ま
り
、

活
気
あ
ふ
れ
る
活
動
に
繋
が
る

企
画
を
考
え
実
践
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

完
成
し
た
寄
せ
植
え
は
、
穂

高
地
域
の
支
所
や
出
張
所
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
地
域
営
農

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
飾
り
、
来
所

者
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

5 月
17 日

6 月
4 日

ＪＡあづみ
女性部

▲部員同士の親睦が深まった「花いっぱい運動」

▲おにぎりとねぎ味噌を振舞う女性部員㊨

ＪＡあづみ
女性部
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

新
茶
の
季
節
に
な
り
お
茶
会
を
開
き
ま
し
た
。
手
作
り
の
お

や
つ
に
き
ん
つ
ば
を
作
り
、
茶
せ
ん
で
抹
茶
を
た
て
て
、
新
茶

の
風
味
を
味
わ
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

昔
、
お
茶
を
習
っ
て
い
た
と
話
す
利
用
者
さ
ん
も
い
て
、
こ
れ

か
ら
も
お
茶
会
を
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

端
午
の
節
句
に
は
皆
さ
ん
、
鯉
の
ぼ
り
作
り
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
鯉
の
ぼ
り
の
型
紙
に
毛
糸
を
巻
き
付
け
て
真
鯉
と
緋
鯉
を
作
り
、
折
り

紙
で
兜
を
折
り
、
立
体
的
に
組
み
上
げ
て
可
愛
ら
し
い
飾
り
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
ご
家
族
と
お
節
句
を
祝
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

５
月
に
入
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５

類
に
移
行
し
て
感
染
症

対
策
な
ど
も
少
し
ず
つ

緩
和
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
約
４
年
ぶ

り
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開
所
を
記

念
し
て
感
謝
の
集
い
を
行
い
ま
し
た
。
大

正
琴
の
グ
ル
ー
プ
を
お
招
き
し
て
演
奏
を

聴
き
、「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
や
「
青

い
山
脈
」
な
ど
10
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
覚
え
の
あ
る
曲
や
知
っ
て
い

る
曲
だ
っ
た
の
で
演
奏
に
合
わ
せ
て
大
き

な
声
で
元
気
よ
く
一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
み

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
歌
の
好
き
な
人

ば
か
り
で
す
の
で
、「
久
し
ぶ
り
に
賑
や

か
く
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
お
茶
の
時
間
に
は
、
赤
飯
饅
頭

を
食
べ
て
12
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

『日　時』　7月19日（水）10時～12時
『場　所』　南穂高ふれあいセンター

（安曇野市豊科南穂高 2728-1）
『内　容』　福祉の専門家（介護支援専門員

・介護福祉士）が分かりやすく
相談に応じます。

福祉相談会のお知らせ

　介護についてどうすれば
いいか悩んでいませんか？
ひとりで抱えこまないで、
話してみましょう！

『ご予約・お問い合わせ』
　訪問介護事業所　　☎ 0263-72-2148
　居宅介護支援事業所☎ 0263-87-0380

令和5年度
「あんしんセミナー」のご案内
“自分のこと、ちょっと地域の事考えよう。

拡げよう地域の助け合い！”

月／日 曜日 演　題　　　講　師

2回 7月1日
午前10時～ 土

地域の特性を生かした
土づくりから　安全安心
の野菜づくり（その1）
講師：公益財団法人　自然
農法国際研究開発センター
総務部長　榊原健太郎さん

3回 8月5日
午前10時～ 土

地域の特性を生かした
土づくりから　安全安心
の野菜づくり（その2）
講師：公益財団法人　自然
農法国際研究開発センター
総務部長　榊原健太郎さん

〈セミナー会場〉
地域支え合いセンターあんしん

〒 399-8201　安曇野市南穂高 2728-1
参加費：各回 600円（一般 1,200 円）

相談
無料
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63

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。
夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお

休みの日にもお気軽にお越し下さい。

応募締切
7月21日㈮必着

① 河島英五のヒット曲 『酒と泪(なみだ)
と――と女』

④ 長針､短針､秒針が付いているものも
⑦ 元素記号はLi。 電池にも使用される金

属です
⑨ 騎手が騎乗時に持つもの
⑩ 手首と肩の間にある関節
⑪ 本に挟みます
⑬ まだ夜が明けきらない頃のこと
⑮ 種から芽が出ること
⑯ 虫よけのために寝床の周りにつるします
⑰ 定規を当てて引くことも
⑱ 高校球児たちが地方大会で ――を繰り

広げています
⑳ トップ・――・ボトム
� 駅の券売機で買います

① 七夕伝説のヒロイン
② 青島幸男氏や石原慎太郎氏が務めました
③ 手のひらや足の裏の反対側
⑤ 蚊取り線香から立ち上るもの
⑥ ――を聞いて十を知る
⑧ ルーペともいいます
⑫ 兄弟姉妹の息子のこと
⑬ チョウが花を巡って吸うもの
⑭ テントを張ったりして野外活動を楽し

みます
⑮ ――タオル、――ソープ、 ゴッド――
⑯ 一時的に建てるもののこと。――住宅
⑰ アブラ、クマ、ミンミンといえば
⑲ 地球の衛星です

応募総数通 52 通
当選者　
安曇野市　塩田さん　安曇野市　増田さん
松 本 市　齋藤さん

A.6 月号の答え

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

（1）ナスは縦に 5mm 幅の千切り、赤ピーマンは縦に 5mm 幅
の千切りにする。ニンニクとショウガはみじん切りにする。

（2）フライパンにサラダ油を入れ熱し、豚ひき肉をよく炒め、A
を全て入れ、 さらに中火で 2 ～ 3 分炒める。

（3）（2）にサッと素揚げしたナスと赤ピーマン、 ナンプラー、
砂糖を加え強火で 1 分ほど炒め、仕上げにざく切りにした
半量のバジル、レモン汁を加え混ぜ合わせる。

（4）ゆでたそうめんを器に盛り、つゆを張り、上に（3）を盛り付け、
残りのバジルを散らし出来上がり。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
ミ ズ ス マ シ

材料（2人分）

作り方

ガパオ風そうめん

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所

7月13日（木）17：00～19：00 梓川支所

21日（金） 9：00～15：00 南穂高ふれあい
センター

8月15日（火） 9：00～15：00 三郷支所

16日（水） 9：00～15：00 堀金支所

19日（土）10：00～16：00
有明出張所

穂高支所

22日（火） 9：00～15：00 倭ふれあい
センター

そうめん 2把
麺つゆ 200㎖

（そうめん用ストレート）
豚ひき肉 100ｇ
ナス 2本
赤ピーマン 2個
バジル 12枚
サラダ油 大さじ1

　　ニンニク 小さじ1/2
　　しょうが 小さじ1/2
　　甜麺醤（てんめんじゃん） 小さじ2
　　豆板醤（とうばんじゃん） 小さじ1と1/2
　　豆鼓醤（とうちじゃん） 小さじ1
ナンプラー 大さじ2
砂糖 小さじ2
レモン汁 1個分

Ａ
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編　集　後　記

前半はかなり煮詰まっていま
すが、後半には解決の兆しが
見えています。楽しみながら
できるやり方を選びましょう

プレッシャーを感じるときこ
そ笑顔で。あなたの底力を発
揮できます。問題は解決に向
かうので落ち着いて対処を

人の話に耳を傾けてカチンと
くる意見があなたのためにな
りそう。冷静に動けば好結果
に。外出にツキあり

旅行運が盛り上がっています。 
遊びに行く予定を入れましょ
う。元気をチャージしたら仕
事にシフトし問題解決へ

欲しい物が増えるのは活力
アップの証し。手に入れるた
めの計画を立てましょう。買
い物は趣味を優先して

周りの思惑に振り回されがち。 
後悔しないよう譲れないこと
は主張して解決策を模索しま
しょう。下旬に好転

注目度が上がるとき。おしゃ
れをして外出しましょう。あ
なたしかできないことを優先
すると開運。買い物にツキ

落ち着かない状況ではありま
すがピンチがチャンスに変わ
るとき。大変 ! と思ったとき
こそ積極的に打開策を探して

後半から上昇。これまでの頑
張りが形になって見えてきま
す。 気を抜かずにやり切りま
しょう。 発言は丁寧に

選択肢が増える変化運。迷う
ときこそシンプルに考えて。 
ただ、近道を選ぶとかえって
遠回りに。王道が吉

焦って 1 人で動かないよう
に。周囲との協力体制をつく
れるかどうかが成功の鍵。味
方は多いので声をかけて

追い風に恵まれて順調に進展
します。自信を持って進めま
しょう。飛び込みの仕事は新
展開の予感。よく検討を

スクラム 6月20日現在

〈6月28日開催〉
●第 1・四半期決算概況について
●信用事業及び信用事業に係る財産の状況に関する説明書類
　（ディスクロージャー誌）について　など

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 729

理事会報告
　7 月に入り、蒸し暑い日が増えてきましたね。
これからさらに暑くなりますが、安曇野産農畜
産物をたくさん食べて、心も体も元気に暑い夏
を乗り越えていきましょう！！！水分補給も忘
れずに。
　　　　　　　　　　　（長﨑）

今
年
も
ツ
バ
メ
の
ヒ

ナ
が
育
っ
て
い
ま
す
。親
ツ

バ
メ
が
餌
を
運
ん
で
く
る
と
、

首
を
い
っ
ぱ
い
伸
ば
し
口
を
大
き

く
開
け
て
大
騒
ぎ
。可
愛
い
け
ど

フ
ン
の
始
末
が
大
変
で
す
。

（
安
曇
野
市　

林
さ
ん
）

信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ

に
映
る
北
ア
ル
プ
ス
が
と
て
も

綺
麗
で
し
た
。
初
夏
の
安
曇
野

は
気
持
ち
が
い
い
！！！

（
安
曇
野
市　

中
島
さ
ん
）

今
年
初
め
て
キ
ュ
ウ
リ
の
支
柱

を
自
分
で
組
ん
で
み
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
、順
調
に
生
育
し
て

い
ま
す
。ネ
ッ
ト
に
う
ま
く
つ
る

を
伸
ば
し
て
美
味
し
い
キ
ュ
ウ

リ
が
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
し

て
い
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

等
々
力
さ
ん
）

梅
雨
気
に
入
り
、家
庭
菜
園
の
野

菜
も
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
が

雑
草
の
勢
い
は
そ
れ
を
上
回
り
高

齢
の
身
で
は
手
が
回
ら
な
い
。

（
松
本
市　

齋
藤
さ
ん
）

令和５年度新採用職員紹介
　4月に将来のＪＡを担う新採用職員８名が入組し、それぞれの部署で仕事を始めて３ヶ月が経ちました。
組合員や地域の皆様のお役に立てるよう今日も笑顔で頑張ります。

豊科支所金融課

古
ふる や

屋　夏
なつ

梓川支所共済普及課

手
てづ か

塚　大
ひろき

樹
穂高地域営農センター

古
ふるかわ

川　翔
しょうだい

大
三郷地域営農センター

二
にむ ら

村　充
みつき

暉

営農経済事業部果実課

横
よこやま

山　拓
たくみ

海
営農経済事業部果実課

佐
さは ら

原　智
ともや

也
営農経済事業部販売開発課

北
ほうじょう

條　詩
し ほ

歩
営農経済事業部販売開発課

宮
みやした

下　大
やまと

和
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と　きと　き
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農業機械・自動車・園芸用品食料品・農業機械・自動車・園芸用品食料品・
農作業用品・家電製品農作業用品・家電製品・・家庭用品・家庭用品・
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第第
4949
回回かかし祭りかかし祭り
77//88土土8：30～8：30～

　15：00　15：00

99日日 8：30～8：30～
　15：00　15：00

JAあづみ総合事業基地　みどりの店JAあづみ総合事業基地　みどりの店
JAオートパル　ファミリーマート烏川店JAオートパル　ファミリーマート烏川店

安曇野市堀金安曇野市堀金

イベントのご案内
●●堀金中学校吹奏楽演奏堀金中学校吹奏楽演奏    10:00～10:00～　　
●●虹マスつかみどり大会虹マスつかみどり大会（（※各先着30名  小学生まで）※各先着30名  小学生まで）  11:00～／14:00～11:00～／14:00～
●●女性部シャベラーズ26（スコップ三味線演奏）女性部シャベラーズ26（スコップ三味線演奏）  12:30～12:30～

●●虹マスつかみどり大会虹マスつかみどり大会（（※各先着30名  小学生まで）※各先着30名  小学生まで）  10:00～／14:00～10:00～／14:00～
●●安曇野キッズダンス安曇野キッズダンス    11:00～／13:00～11:00～／13:00～    
  ●●わくわく大縁日わくわく大縁日    8:30～15:008:30～15:00
●●ＪＡスタンプラリーＪＡスタンプラリー    8:30～15:008:30～15:00
（（※抽選で松本山雅ＦＣホーム観戦チケットが当たる）※抽選で松本山雅ＦＣホーム観戦チケットが当たる）

●●楽しい家庭菜園教室楽しい家庭菜園教室（（※各先着30名　粗品をプレゼント）※各先着30名　粗品をプレゼント）  9:00～9:00～

かかしかかし
  人気投票  人気投票
　   実施します　   実施します

※イベントは、天候等により中止となる場合もありますので、ご了承ください。
ご不明な点がありましたら、営農経済事業部までお問い合わせください。

名物かかし

大集合!!

8日
（土）

9日
（日）

両日

（☎0263-73-6860）

入場
無料

創立60周年記念企画創立60周年記念企画


